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円山川のあるべき姿と当面の課題（主に治水面）について

 

  これまでの流域委員会による活動の成果を踏まえて、河川整備計画への提

言を行うために、主に治水面における円山川のあるべき姿と当面の課題を取

りまとめます。 

これまでの活動成果として下記のものがあります。 

 

①委員の意見のまとめ（集約フロー） 

②円山川緊急治水対策について（報告） 

 

当面の課題は、今後20～30年間に行う河川整備を考えるうえで留意すべ

き事項となるものです。 

集約フローでは、治水面のテーマとして「住民が安全に、安心して暮らせ

る円山川」として整理を行っており、円山川緊急治水対策が実施されている

ことも考慮して、以下の2項目を中心に、円山川のあるべき姿と河川整備計

画を考えるうえで必要となる当面の課題を審議します。 

なお、集約フローに示された項目以外の事項についても確認が必要です。 

 

①円山川緊急治水対策により、一部解決、解消される課題や整備はあるも

のの、今後20～30年間の河川整備を考えた場合に残っている課題を踏

まえて、「直轄管理区間の治水」として河川整備計画に盛り込む必要があ

ると考えられる事項 

 

②「流域全体としての治水機能」や「上流域との連携」において、河川整

備計画で考慮する必要のある事項 
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上流域との連携

流域全体としての治水機能

流域全体としての保水機能

棚田、山田を利用しなくなった

（小さな遊水機能の低下）

圃場整備による

水田からの水の

流出形態の変化の影響

過疎と労働力不足で山林の

手入れがままならない

林床の草本類が育たない状況、

保水力不足（間伐不足、鹿の食害）

木材価格の下落による山林の

管理不足

山地の荒廃とそれに伴う保水力の低下

山地の状況と上流からの

土砂供給の変化

上流域の変化に対する下流域への影響

（河川改修、都市化など）

これらの影響を検討することが可能か？

山から海へ水をゆっくり流す工夫
流域全体の保水力を高めるという

治水方法の可能性の模索

【整理】　　・流域全体の保水機能の影響の評価
              ・流域全体の保水力を向上させるには・・・？

直轄管理区間の治水

直轄管理区間の治水

現在の整備のもととなる計画

（工事実施基本計画）

河川計画及び基準、改修の経緯

（河川計画の手法とその経緯）

自然環境に配慮した治水事業

（ひのそ島掘削、野上の湿地）

治水＋利水から、治水＋利水＋環境へ

現行計画の説明 過去の治水事業の整理

過去の円山川改修計画の評価

地域の人達がどのように水害に対応してきたのか

古くから有効に使われてきた治水手法の整理

→どのような経緯で・・・

→どのように対応・・・

→現在でも使えるのか・・・

洪水時、どこが一番被害を受けるのか！

現況河道での実績洪水の再現

円山川の堤防整備率はかなり低い

（完成堤防：7％）

直轄上流部、下流部の

無堤地区の治水対策

下流部の低い流下能力

（戸島、ひのそ島、無堤）

上流部の低い流下能力（無堤）

中流部の未整備堤防区間

（弱小堤防）

洪水時に危険となる橋梁

（KTR、鶴岡、鳥居、奈佐小橋）

現況河道の問題点（課題点）

【整理】
・現況河道の課題点の整理

具体的な整備対応例

地盤沈下と

堤防強化

遊水地に関

する考え方

【整理】
・具体的な整備例を検討

治水の検討方針

ある程度までは水が溢れる

ことを許容した治水

（例えば、大保恵堤など）

災害が起きたら被害をいかに

少なくするかという発想

水害を100％なくすのではなく、

被害を少なくする方法

日常生活の中でどこまで

洪水と妥協できるか、

かわす生活ができるか

【整理】
・整備計画(治水面)を考える上
　　　　　　　　　　　　での方針の議論

治水の妥協点とその対応

整備の妥協点の模索と

それに見合った防災対策

災害対策マニュアルなどの

ソフト的な対応

住民の改修要望は

どのようなものか

安全情報など、流域住民が

持つ河川に関する

情報の認知及び周知

上中流部の改修との調整、整合性

（上中下流の連携）

兵庫県の実施している整備に

関する計画

遊水地整備等の際の

地域住民の協力体制

テーマ1：住民が安全に、安心して暮らせる円山川

人々が安全に安心して暮らせる円山川

【整理】
・上流域との連携のあり方

その他・・・・・・

円山川の治水事業の経緯

【整理】
河川計画手法の説明と改修事業の経緯

流域住民関連

経済的な視点からみた整備計画のあり方

円山川の地形・地質・地勢の整理

すり鉢のように水が集まってくる状況にある流域

上流域は標高1,000～1,500ｍの

山地がある

流域の86％が山地、

そのうち60％が人工林

下流の河床勾配は非常に緩く、

上流は急勾配

流域面積の割には距離の短い河川

本川の勾配は緩いが、

支川の勾配は急である

河口から15～16kmまでは落差がなく、

洪水時に水が流れにくい

軟弱地盤と地盤沈下

（豊岡盆地には、約40mの軟弱層がある）

但馬は兵庫県の中でも特殊な地域

（人口が集中していない）

（但し、下流域に人口が集中）

【整理】　　・その他一般の河川と何が違うのか？　　 ・どのような特徴があるのか？（治水面、環境面など）

地形的概要
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円山川緊急治水対策で解決・解消される課題、 

整備等事項 

円山川緊急治水対策で一部が解決されるが、 

さらに検討・整備が必要な事項 

凡　　例

黒字　：委員会等での意見

青　字：補足説明等

赤　字：議論、整理していく内容

意見の先頭の○数字は意見番号

黒字　：集団（意見集団）


